
第80回 多摩内分泌代謝研究会プログラム第80回 多摩内分泌代謝研究会プログラム

当日はお弁当をご用意させて頂いております。また、ご参加頂いた確認の
ため、ご施設名・ご芳名のご記帳をお願い申し上げます。なお、ご記帳頂い
たご施設名・ご芳名は医薬品および医学・薬学に関する情報提供のために
利用させて頂くことがございます。何卒ご理解とご協力を賜りますようお
願い申し上げます。

＊ 共催 多摩内分泌代謝研究会
 第 一 三 共 株 式 会 社

※本会は、日本内分泌学会内分泌代謝科専門医認定更新単位２単位認定されております。

日時：令和元年7月17日(水) 

　　　18:00 ～ 21:00
会費：1000円

会場：パレスホテル立川　3階『こぶしの間』

　　　東京都立川市曙町2－40－15

TEL： 042－527-1111 

1.開会の辞

2.演題発表

（18:00～18:05）

（18:05～18:45）

当番世話人
武蔵野赤十字病院 内分泌代謝科　杉山　　徹

3.開会の辞
（20:55～21:00）

次回当番世話人

東京医科大学八王子医療センター 糖尿病・内分泌・代謝内科　松下　隆哉

＜発表時間目安：発表15分・討論15分・ディスカッサント説明10分＞

司 会

演題１

演題2

講　演

すみとも内分泌クリニック　住友　秀孝

（18:45～19:25） 司 会 多摩北部医療センター 内分泌・代謝内科　藤田　寛子

（19:25～19:55） 司 会 かんの内科　菅野　一男

『抗PD-1抗体Pembrolizumabにて
    治療中にBasedow病を発症した一例』
『抗PD-1抗体Pembrolizumabにて
    治療中にBasedow病を発症した一例』

国家公務員共済組合連合会 立川病院 糖尿病・内分泌代謝内科　矢島　　賢
杏林大学医学部 糖尿病・内分泌・代謝内科　勝又　明彦

演 者：
ディスカッサント：

青梅市立総合病院 内分泌代謝内科　向田　幸世
東京都立多摩総合医療センター 内分泌代謝内科　林田　亮佑

演 者：
ディスカッサント：

武蔵野赤十字病院 内分泌代謝科　杉山　　徹演 者：

『背側膵動脈への選択的動脈内刺激薬注入法が
    診断に有用だったインスリノーマの一例』
『背側膵動脈への選択的動脈内刺激薬注入法が
    診断に有用だったインスリノーマの一例』

演題3

（20:15～20:55） 司 会 公立昭和病院 代謝内科　髙橋　克敏

武蔵野赤十字病院 内分泌代謝科　早川　惠理
東京医科大学八王子医療センター 糖尿病・内分泌・代謝内科　松下　隆哉

演 者：
ディスカッサント：

『術前にパラガングリオーマが疑われたCastleman病の一例』『術前にパラガングリオーマが疑われたCastleman病の一例』

『原発性アルドステロン症の診療Update』『原発性アルドステロン症の診療Update』

20分休憩


